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「商工会は、行きます、聞きます、提案します」～会員満足向上運動展開中～ 
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●所得税・贈与税の申告・納期限 

令和７年３月１７日（月） 
●個人事業者の消費税・地方消費税の申告・納期限 

令和７年３月３１日（月） 
※遠野商工会では、申告のご相談を受け付けております。大変混み合いますのでお電話等 

でのご予約をお願いします。（相談会の日程は４ページをご覧ください） 

 

 
 
 
 
 
         
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遠野商工会青年部では、令和６年12月13日より遠野駅前広場にイルミネーションを設置しました。 

中心市街地の活性化と冬の寒さを乗り越える温かい雰囲気を提供するため、遠野市の補助金を一部

活用して青年部のメンバーが手作りで設置したものです。 

街の風景に調和するような温かみのある光を組み合わせて幻想的な夜を演出しています。 

このイルミネーションは、午後５時から11時まで、2月下旬まで点灯する予定です。 

10 年～20 年表彰 

mailto:shokokai@echna.ne.jp
https://www.shokokai.com/tohno/
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   遠野商工会では、令和６年 12 月 12 日経営計画実践事例研究会を開催しました。 

   経営革新計画の承認や各種補助金の活用など、経営力向上の取り組みを行った企業が、事業主自らが取

り組み事例を発表し企業間で共有を図り、新たに取り組む事業者の創出に繋げようとするものです。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  今回は４つの企業の取り組み事例の発表が行われました。 

最初の発表者は創業事例で「岩手県地方創生起業支援金」を活用し、ロースイーツ（自然の素材を生のま

ま使用したスイーツ）の製造販売を始めた「天使のはしご」代表 白金敏弘さんのお話でした。 
首都圏でのサラリーマン時代に奥様がロースイーツのインストラクター資格を取得され、帰郷を機に開業

を決意し、創業塾の受講など創業に至るご苦労などについて話されました。 
２番目の発表は、「事業再構築補助金」の活用及び「経営革新計画承認」の事例で、㈲加藤仏具葬儀社 代

表取締役 加藤勝弘さんから、既存事業のほかに新たな事業分野への進出を目指して、スポーツジム開業の

事例を発表していただきました。代表の経験を生かして地域密着型の事業として新たに事業化したプロセス

などを話されました。 
３番目は、「岩手県よろず支援拠点」（専門家活用）を活用した商品開発事例を、㈱マルシェ 代表取締役 

中下雅徳さんに発表いただきました。外部環境の変化で売上が伸び悩む中、新たな売上の確保を目指して新

商品開発に着手。経費をかけずに魅力ある新商品を検討していたところ、花巻信用金庫さんの紹介でよろず

支援拠点の無料専門家支援を受けながら新商品開発に至った事例をお話しいただきました。 
最後に、「小規模事業者持続化補助金」を活用した伝統菓子量産化のための設備投資と新商品開発の事例

を、まつだ松林堂 松田惠市さんに発表していただきました。恵市さんは後継者として事業承継の準備中で

すが、好調な通信販売需要に応えるための製造設備の導入と既存商品の原料不足補うための新商品開発への

取り組み事例をお話しいただきました。 
どの発表も、現状を適切に評価したうえで自社の強みを生かした創意工夫が見られ、それを積極果敢に行

動に移された好事例でした。参加者 31 名はメモを取りながら熱心に聴講されていました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    経営計画実践事例研究会を開催しました！ 

天使のはしご 
「ロースイーツ」 

㈲加藤仏具葬儀社 
「スポーツジム 76」 

㈱マルシェ 
「冷凍ひっつみ鍋」 

まつだ松林堂 
「りんご飴」 

発表者：㈲加藤仏具葬儀社 
        加藤  勝弘 氏 



遠野商工会報 №148  2025 年 2 月 20 日 
 

3 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



遠野商工会報 №148  2025 年 2 月 20 日 
 

4 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

遠野商工会では今年も東北税理士会釜石支部の協力により税理士による確定申告個別相談会を下記

日程のとおり開催いたします。相談をご希望の方は商工会までご連絡ください。 █ 開 催 日：遠野商工会 本  所 ・・ 2/20（木）、2/27（木）、3/6（木） 
                    宮守支所 ・・ 3/7（金）    █ 時   間：午前 10 時 から 午後４時 まで   █ 指 導 者：東北税理士会釜石支部所属税理士 █ 手 数 料：本会手数料規程によります。  █ 申込方法：時間調整の都合上、事前に電話にてご予約をお願いします。 █ そ の 他：・相談会以外の確定申告の相談は、随時職員が承ります。 
             ・収入金額、必要経費等はあらかじめ集計をお願いします。 
             ・源泉徴収票や各種控除を証明する書類をご準備願います。 
             ・相談が殺到しますので、電話等での事前のご予約をお願いいたします。 

（電話 本所：62-2456  宮守支所：67-2230） 

【
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
と
は
】  

国
税
庁
で
は
、
毎
年
、
全
国
の
高
等
学
校
の
御
協
力
を
得
て｢

税
に
関

す
る
高
校
生
の
作
文｣

の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。  

こ
れ
は
、
次
代
を
担
う
高
校
生
の
皆
さ
ん
が
、
学
校
教
育
の
中
で
学

習
し
た
こ
と
や
自
分
自
身
の
経
験
・
体
験
な
ど
を
通
し
て
、
税
に
つ
い

て
考
え
た
こ
と
を 

作
文
の
形
で
発
表
し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
を
機
会
に

税
に
対
す
る
関
心
を
一
層
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
趣
旨
で
、
昭

和 

３
７
年
度
か
ら
毎
年
実
施
し
て 

い
る
も
の
で
す
。  

令
和 

６ 

年
度
は
、
全
国
か
ら 

１
７
８
，
１
５
９ 

編
（
仙
台
国
税

局
管
内 

１
３
，
６
１
３ 

編
）
の
応
募
が
あ
り
、
国
税
庁
長
官
賞 

１
２ 

編
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

     
 

税
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い

重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
税
は
、
政
府
が

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
財
源
を
確
保
す
る
手

段
で
あ
り
、
社
会
全
体
の
福
祉
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
必
要

不
可
欠
で
す
。
税
の
制
度
は
国
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

基
本
的
な
考
え
方
は
共
通
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
国
民
が

公
平
に
負
担
を
分
か
ち
合
い
、
公
共
の
利
益
を
追
求
す
る
こ

と
で
す
。 

税
金
の
種
類
に
は
、
所
得
税
、
消
費
税
、
法
人
税
、
固
定

資
産
税
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
所
得
税
は
個
人
収
入
に
基
づ
い

て
課
税
さ
れ
、
所
得
が
高
い
ほ
ど
税
率
が
上
が
る
累
進
課
税

制
度
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
富
の
再
分
配

を
促
進
し
、
貧
富
の
差
を
縮
小
す
る
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

一
方
、
消
費
税
は
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
時
に
課
さ
れ
る

税
で
、
広
く
一
般
に
負
担
が
分
散
さ
れ
る
た
め
、
安
定
し
た

財
源
と
な
り
ま
す
。
税
金
の
使
い
道
は
、
教
育
、
医
療
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
、
治
安
の
維
持
、
社
会
保
障
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。
例
え
ば
、
教
育
に
使
わ
れ
る
税
金
は
、
学
校
の
運

営
や
教
員
の
給
与
、
奨
学
金
制
度
な
ど
に
充
て
ら
れ
、
子
ど

も
た
ち
未
来
を
支
え
る
基
盤
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療
に

関
す
る
税
金
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
支
え
る
た
め
の
重
要

な
財
源
で
あ
り
、
す
べ
て
の
人
が
必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
不
可
欠
で
す
。
税
金
は
時
に
負
担
に

感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
対
価
と
し
て
私
た
ち
が

享
受
す
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
や
社
会
的
な
安
定
は
計
り
知
れ

ま
せ
ん
。 

 

特
に
、
災
害
時
や
緊
急
時
に
は
、
税
金
に
よ
っ
て
整
備
さ

れ
た
イ
ン
フ
ラ
や
社
会
保
障
制
度
が
、
人
々
の
命
や
生
活
を

守
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
自
然
災
害
が
発

生
し
た
際
に
は
、
税
金
を
も
と
に
迅
速
な
救
護
活
動
が
行
わ

れ
、
多
く
の
人
々
の
命
が
救
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
税
金
に

対
す
る
理
解
や
納
得
感
が
な
い
と
納
税
意
識
が
低
下
し
、 

税
収
が
減
少
す
る
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
政
府

は
税
金
の
使
い
道
に
つ
い
て
透
明
性
を
持
ち
、
国
民
に
対
す

る
説
明
責
任
を
果
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
納
税
者
が
自
分

の
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と

で
、
よ
り
積
極
的
に
納
税
に
参
加
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が

高
ま
る
で
し
ょ
う
。 

 

税
金
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
大
切
な
も
の
で
あ
り
、

社
会
全
体
の
発
展
と
安
定
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
一

人
一
人
が
納
税
の
重
要
性
を
理
解
し
、
責
任
を
持
っ
て
税
金

を
納
め
る
こ
と
が
、
よ
り
良
い
社
会
を
築
く
た
め
の
第
一
歩

で
す
。
税
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
私
た
ち
の
未
来
を
考
え

る
こ
と
で
も
あ
り
、
次
世
代
に
よ
り
良
い
社
会
を
引
き
継
ぐ

た
め
に
必
要
な
姿
勢
な
の
で
す
。
税
金
を
通
じ
て
、
私
た
ち

は
共
に
支
え
合
い
、
助
け
合
う
社
会
を
実
現
し
て
い
く
責
任

が
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 
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ご加入 
のおすすめ 

役員および従業員の福利厚生にご活用いただけます 

格安な掛け金 月額１口 900 円から掛けられます。保険年齢 15 歳～70 歳 

24 時間保障 業務上・業務外を問わず死亡・障害・入院に保障（がんや高度障害も対象に） 

診査なし 1 年更新で医師による審査は不要（告知のみで申し込み） 

独自の給付制度 遠野商工会独自の給付制度（見舞金・祝金等）が付加されています。 

配当金も 1 年ごとの収支計算で剰余金が生じた場合は配当金として返金します。 

掛金は損金に 法人は全額損金、個人事業主は従業員対象の掛金は全額必要経費になります。 

「
Ｍ
ｙ
じ
ん
け
ん
宣
言
」
を
ぜ
ひ
！ 

〜
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
〜 

① 

「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
」
に
関
す
る
行
動
計
画
（
２
０
２

０―

２
０
２
５
） 

近
年
、
セ
ク
ハ
ラ
や
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

不
当
な
差
別
な
ど
、
企
業
活
動
に
お
い
て
発
生
す
る
様
々
な

「
人
権
問
題
」
が
社
会
の
注
目
を
集
め
て
お
り
、
ビ
ジ
ネ
ス

の
分
野
に
お
い
て
人
権
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
国

連
人
権
理
事
会
で
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
に
関
す
る
指
導
原

則
」
が
支
持
さ
れ
、
ま
た
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）
の
達
成
に
当
た
っ
て
は
、
人
権
の
保
護
・
促
進
が
重

要
な
要
素
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
背
景
の
下
、
令
和
２
年

10
月
に
、
「
『
ビ
ジ
ネ

ス
と
人
権
』
に
関
す
る
行
動
計
画
（
２
０
２
０―

２
０
２

５
）
」
が
策
定
さ
れ
、
こ
の
行
動
計
画
の
実
施
や
周
知
を
通

じ
て
、
責
任
あ
る
企
業
行
動
の
促
進
を
図
る
こ
と
で
、
日
本

企
業
の
企
業
価
値
と
国
際
競
争
力
が
向
上
す
る
と
と
も
に
、

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
で
掲
げ
ら
れ
た
「
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
」
社
会
の
実
現
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。 

② 

責
任
あ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
等
に
お
け
る
人
権
尊

重
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

企
業
に
求
め
ら
れ
る
人
権
尊
重
の
取
組
に
つ
い
て
、
日
本

で
事
業
活
動
を
行
う
企
業
の
実
態
に
即
し
て
、
具
体
的
か
つ

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
、
企
業
の
理
解
の
深
化
を
助
け
、
そ

の
取
組
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
令
和
４
年
９
月

に
「
責
任
あ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
等
に
お
け
る
人
権
尊
重

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
に
関
す

る
行
動
計
画
の
実
施
に
係
る
関
係
府
省
庁
施
策
推
進
・
連
絡

会
議
に
お
い
て
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は 

「
人
権
尊
重
に
向
け
た
取
組
は
、
企
業
が
そ
の
責
任
を
果
た
す

と
い
う
点
だ
け
で
な
く
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
経
営
リ
ス
ク
の

抑
制
や
企
業
価
値
の
向
上
と
い
う
視
点
で
も
企
業
に
と
っ
て

大
き
な
意
義
を
持
つ
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

以
上
の
点
に
加
え
、
人
権
を
尊
重
し
、
人
権
に
配
慮
し
た
企

業
方
針
・
経
営
理
念
を
掲
げ
る
こ
と
は
、
企
業
の
社
会
的
責
任

（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
と
相
ま
っ
て
、
企
業
の

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
人
材
確
保
に
お
い

て
も
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

盛
岡
地
方
法
務
局
で
は
、
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
」
と
し
て
、

企
業
が
尊
重
す
べ
き
人
権
、
ま
た
人
権
に
関
す
る
リ
ス
ク
に
つ

い
て
各
企
業
様
に
説
明
す
る
と
と
も
に
、
各
種
研
修
を
無
料
で

行
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
企
業
が
人
権
に
関
す
る
取
組
を
行
う
と
の
決
意
を
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
広
く
示
す
﹁
Ｍｙ
じ
ん
け
ん
宣
言
﹂
の
取

組
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
「
Ｍ
ｙ
じ
ん
け
ん
宣
言
」
を
し
て
、

誰
も
が
人
権
を
尊
重
し
合
う
社
会
を
、
一
緒
に
実
現
し
ま
せ
ん

か
。 

 
詳
し
い
内
容
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら 

（https://www.m
oj.go. 

jp/JIN
KEN

/jinken04_ 
00090.htm

l
） 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

盛
岡
地
方
法
務
局
花
巻
支
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

℡
：
０
１
９
８-

２
４-
８
３
１
１ 

盛岡地方法務局からのお知らせ 

※遠野ふるさと共済の各種祝金給付について、支払方法が「すずらん商品券」から「現金」に変更となり 

ましたのでお知らせします。 

https://www.moj.go.
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事業所名 代表者 所在地 業  種 
自動車販売  きくち 菊池  君夫 遠野市松崎町 自動車販売業 

 
 
 
 
 

 

新 入 会 者 の ご 紹 介     （R6.12.1～R7.1.31） 

新規開業事業所のご紹介 － №３ 

  

今回は、令和４年７月に開業した「AYAORI HOT CAT」さんをご紹介します。 
「AYAORI HOT CAT」は、代表の菊池陽絵さんと母の明美さんの二人で営業しているグラフィックデ

ザイン制作と弁当・惣菜・菓子の製造販売を行うお店で、店舗は遠野市綾織町新里に立地しています。 
 代表の陽絵さんは短大でデザインを学んだあと民間会社でデザイン制作やイベント企画などを担当して

いた経験を活かし、父が作る伝統野菜「暮坪かぶ」のドレッシングの開発や商品パッケージのデザインを

行っていました。また、母の明美さんは長年道の駅風の丘でお菓子などを販売してきた経験があり、自ら

栽培したお米や野菜を使いお弁当やお惣菜を作り販売したいと思っていました。二人の思いを実現するた

めに、明美さんの実家がある綾織町の建物を活用し、「デザイン＆デリ AYAORI HOT CAT」をオー

プンさせました。 
 現在は、デザインとお菓子製造を陽絵さん、お弁当は明美さんが担当し製造しています。商品のパッケ

ージデザインはすべて陽絵さんが行っており、お菓子もかわいらしいデザイン性のあるものになっていま

す。弁当・惣菜・お菓子は店頭販売の他「風の丘」で販売しており、オードブル等の予約も受け付けてい

ます。詳しい情報はインスタグラムをご覧ください。POP・チラシ作成等のデザインについてもぜひお問

い合わせください。 
店舗所在地：遠野市綾織町新里 19-51-1  TEL 080-185-2785 

 

綾織駅 

R283 

R396 
AYAORT HOT CAT 

（左）陽絵さん   （右）明美さん 


